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１．基本理念 

 

２．学内環境整備の取り組み 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■研究者支援 

１.研究支援員制度 

 技術補佐員、リサーチアシスタント、アルバイ

ト等を雇用し、研究支援員として子育てや介護

等のライフイベントにより、研究活動における

支援を必要としている研究者に配置する。 

■女子学生へのキャリア支援 

１.女子学生・大学院生による企業見学会 

 女子学生・大学院生を対象とした、企業を含む 

研究・開発・試験期間等の見学および女性研究 

員・技術者との交流会を行う。 

２.ライフプランセミナー 

 妊娠・出産に関する知識と、キャリア形成を考 

える機会を提供する。 

■ライフイベントとの両立支援 

１.子育て・介護に役立つ情報提供 

 育児・介護に関する法律や本学の制度、地域自 

治体（鳥取市・米子市）の子育てや介護支援サ 

ービスに関する情報を、ホームページ、印刷物、 

セミナーなどで提供する。 

２.相談活動 

 教職員を対象とする相談室を開設する。 

■多様な構成員の共生環境づくり 

１.講演会・セミナー 

 多様な個性や価値観についての理解と知識を 

深め、学内の意識改革を進めるため、教職員、 

学生や大学院生を対象とした講演会、セミナー 

等を開催する。 

２.学生スタッフ 

 キャンパスを変えていこうとする機運を高め 

るため、活動を行う。 

鳥取大学は 

●世のため人のために頑張ろうと志す人の気持ちをくじくことなく、前向きに進んで行こうとす

る人を応援する職場・勉学環境 

●既婚、独身、同居、別居に関わらず家族を大切にし、健全な家庭を育んでいける職場・勉学環

境を形成していくことを目指します。 
 

行動計画 

・ライフイベントとの両立支援 

ライフイベントと研究および職務を両立するための支援・情報提供および環境整備に取り組 

み、また相談活動を行います。 

・キャリアデザイン支援 

企業見学会や女性研究員・技術者との交流会、ライフプランセミナーなどを開催し、キャリア 

デザイン支援を行います。 

・啓発活動等 

多様な個性や価値観についての理解と認識を深め、学内の意識改革を進めるため、セミナーや 

講演会等を開催します。 
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３．実施体制 

４．室員名簿 

５．ミーティング 

令和２年度ダイバーシティキャンパス推進室ミーティングは、メールおよびオンラインにて計５回

開催し、事業内容の検討および実施を行った。 

第１回 ４月２３日～２４日 メール開催 

第２回 ６月 ４日～ ８日 メール開催 

第３回 ９月１７日 １０時３０分～ オンライン開催 

第４回 １月２１日 １０時００分～ オンライン開催 

第５回 ３月２２日 ９時００分～ オンライン開催 

室 長 理事 細井 由彦 

専任コーディネーター ﾀﾞｲﾊﾞｰｼﾃｨｷｬﾝﾊﾟｽ推進室 コーディネーター 長谷 順子 

兼任教員 地域学部 准教授 畑 千鶴乃 

兼任教員 医学部 教授 深田 美香 

兼任教員 工学部 教授 野上 敏材 

兼任教員 農学部 教授 竹内 崇師 

兼任教員 附属病院 助教 ﾜｰｸﾗｲﾌﾊﾞﾗﾝｽ支援ｾﾝﾀｰ副ｾﾝﾀｰ長 大羽 沢子 

兼任教員 乾燥地研究センター 准教授 安 萍 

兼任教員 教育センター 助教 滝波 稚子 

兼任教員 地域学部 准教授 稲津 秀樹 

兼任教員 学生支援センター 准教授 井上 菜穂 
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６．令和２年度の取り組み 

  本年度は、新型コロナウィルス感染拡大防止のため、例年実施していた事業のうち対面で行う 

もの（夏季学童保育、女子学生による企業見学会）を中止し、セミナーは、オンラインまたは、オンデ

マンドにて実施した。学外の会議もメール、またはオンラインでの開催となった。 

  セミナーは、オンデマンドで実施したことにより、都合のよい時、または休憩時間など空いた時間に 

受講でき、受講者が大幅増となった。 

 

   ４月 ５日 ニュースレター『Pear Pair 通信』第３４号発行 

   ６月１２日 ニュースレター『Pear Pair 通信』第３５号発行 

   ６月２９日～ ７月３１日 

          e ラーニング『ＬＧＢＴ等に関する理解確認クイズ』を manaba にて実施 

  ８月 ４日 地域学部地域創造コース１年生の「大学入門ゼミ」において、対面にてダイバーシ 

      ティキャンパス推進室について講義を実施 

  ９月１８日 「全国ダイバーシティネットワーク組織２０２０年度中国・四国ブロック会議」 

      メール会議参加 

 １０月 ５日 ニュースレター『Pear Pair 通信』第３６号発行 

 １０月１６日 第９回ダイバーシティＣＨＩＢＡ研究環境促進コンソーシアム連絡会「多様な人材 

     が活躍できる環境づくりを考える」オンライン参加 

 １０月２３日 「第９回中国・四国地区男女共同参画推進連携会議」オンライン参加 

 １１月 ４日～１１月３０日 

          ＦＤ・ＳＤ研修 ダイバーシティセミナー『性的マイノリティへの支援と配慮につい 

     て』開催 

   １１月１８日 山陰中央新報に推進室の活動が掲載 

 １２月 ５日 ニュースレター『Pear Pair 通信』第３７号発行 

  １２月１８日 朝日新聞に推進室の活動が掲載 

 １２月２１日～ １月２２日 

           オンデマンドセミナー『イスラム教を知ろう』開催 

 ２月 １日 令和３年度研究支援員制度利用者 募集開始 

 ２月 ５日 ニュースレター『Pear Pair 通信』第３８号発行 

 ２月２６日 令和３年度研究支援員制度利用者 決定通知 

  ２月２６日 ライフプランセミナー『キャリアを考えよう』をオンライン開催 
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７．事業実施状況 

（１）研究者支援 

○研究支援員制度 

   ライフイベントのために研究時間が十分にとれない研究者に対して研究支援員を配置し、研究活

動に対する支援を行った。令和２年度は、年度中に追加募集も行い、女性研究者４名、男性研究者４

名の計８名に研究支援員の配置を承認した。 

   男性研究者の制度利用者が年々増加しており、本年度は同数となった。 

 

研究支援員配置を承認した研究者 
 

人数 内訳 理由 

女性 男性 育児 介護他 

令和２年度 ８ ４ ４ ７ １ 

 

＜研究支援員制度利用者の声＞（抜粋） 

◆ 研究支援員さんのサポートにより、作業に時間がかかるアンケートデータの入力や、資料の整理、入

力データのダブルチェックを行うことが出来たため、勤務時間外の中で教育や研究に十分な時間を

割くことが出来たと考える。また、一連のデータ管理は作業量が多くなるため、一人で行うとミスが

生じやすい部分があるが、人員配置のお陰で余裕をもって作業を行うことが出来ている。ミスを最小

限に抑えつつ効率よくデータ整理を行うで、研究の質を高めることに繋がっている。 

さらには、家庭の事情で通勤距離が長く、配偶者の勤務の都合上、自分が子供の送り迎えをする必要

も出てくることが多いのだが、勤務時間内で効率よく仕事を行うことが可能となったため家庭の生

活にもゆとりが出来たと感じる。 

オーバーワークで心身ともに過剰な負担がかからないように、睡眠・食事・運動などの基本的な生活 

スタイルを整え、持続可能な範囲でワークライフバランスをコントロールしつつ、キャリアアップを

目指す生活を送ることが可能となっていると考えている。 

 I found the support of the research assistant very helpful in balancing work and life. I 

was not in problem whenever I am enforced to stay at home for taking care of my kids. The 

support staff has managed to cover research activities that should be done during my 

absence. 

 研究支援員の配置により、研究が効率的に進むようになった。その結果、帰宅時間が早くなり家族と

過ごす時間が増えた。育児、家事に費やすことのできる時間が増えワークライフバランスが改善され

た。 

 コロナ禍において、実習内容の変更、リモート講義の準備など時間に追われることが多かったが、研

究支援員の配置により、研究がとまることなく、論文化まですすめられました。また、育休からの復

帰であったため、精神的にも身体的にも、研究支援員の存在はありがたく、1年を通して研究も教育

も行えたと感じています。 
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 子供の看護による特別休暇を急に取得する際に、研究支援員の手助けにより植物の育成、菌の培養、

サンプルの調整や保存、研究結果を写真データとして残すなどの様々な対応をしてもらえ、効率的に

研究活動を行うことができた。また、これまで継続して同じ研究支援員による研究補助を受けること

ができたため、安心して研究補助をお願いすることができた。そのため、昨年度よりも研究業績を向

上することができたと考えている。また、研究支援員が研究室内で学生と一緒の空間で仕事をするこ

とにより、普段より学生に対して声がけをしてくれ、研究室の良い雰囲気づくりをして頂けたことに

大変感謝している。 

研究支援員の支援により、育児と仕事（特に研究活動）とのワークライフバランスが取れていない事

による焦りやストレスが軽減され、前向きに育児や仕事に取り組めたと感じている。 

◆ 研究支援員には、主にデータ整理、データ入力等を行ってもらうことで、研究を効率的に進めること 

ができた。成果発表にもつながり、学会発表を３本予定している。  

また外部の競争的資金とは違い、複数のプロジェクトに関わってもらうことができるのが良いと感

じた。  

今年度は新型コロナウイルスの拡大で様々な制約を受けているが、何より精神的余裕が生まれたこ

とにより、気持ちを前向きにすることができたことが大きいと感じている。  

その結果、ワークライフバランスが改善されたと感じている。 

 申請者は生き物（微細藻類）を扱う研究に従事しているため、培養装置のメンテンナンス、水質測定

を含むルーティーンワークが毎日必要となる。研究支援員を配置する前は、子供の発熱等、不慮のト

ラブルにより、毎日行っている実験を実施できないまま帰宅せざるを得ないことがあった。また、会

議等他の業務時間が想定より長引いてしまった場合、子供の迎えの時間が制約条件となり、実験を一

度中断し、妻に子供の世話をお願いした上で、大学に戻り、実験を再開する等、申請者ならびに妻に

も余分な労力がかかるケースもあった。 

研究支援員に実験でのルーティーンワークを任せることで、申請者が担当する保育園へのお迎えに

余裕をもって対応することができ、また、お迎え後に再び大学に戻る機会が減る等、ワークライフバ

ランスが大きく改善された。 
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（２）女子学生へのキャリア支援 

〇ライフプランセミナー 

    人生における大きなライフイベントである妊娠や出産について、妊娠・出産には適齢期があ

り、適齢期を過ぎると妊娠しづらくなる（不妊）ことを知り、大学院進学や就職などをふくめ

た人生のキャリア形成を考えることを目的として、鳥取県東部不妊専門相談センターの橋本看

護師と、ダイバーシティキャンパス推進室の長谷コーディネーターが講師を務め、鳥取県東部

不妊専門相談センター（鳥取県立中央病院内）とダイバーシティキャンパス推進室を中継し、

meet によるオンラインで開催した。 

２月２６日に開催。８名の学生・教職員が参加。 

 

                                   案内チラシ 
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                  ＨＰ掲載 
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（３）多様な構成員の共生環境づくり 

○ e ラーニング「ＬＧＢＴ等に関する理解確認クイズ」 実施 

    ＬＧＢＴ等に関して理解いただくため、「ＬＧＢＴ等に関する鳥取大学の基本理念と対応につい

て（教職員向け）」リーフレットを作成。リーフレットを全教職員へ配布するにあたり、リーフレ

ットを読んでもらい、記載した配慮・対応について理解いただくため、教職員を対象とした e 

ラーニングを実施した。 

 

■実施期間：令和２年６月２９日～７月３１日 

■対  象：全教職員３,１９１名 

■実施方法：eラーニングシステム（manaba）を利用。 

■回答者数：４８９名（回答率１５.３％）                         

■平 均 点：７.６（８点満点） 

 

ＬＧＢＴ等に関する理解確認クイズ設問内容 

 

 

 

回答率が低いが、対象者の半数以上が附属病院勤務者であり、多くの教職員には実施いただけ

たのではないか。 

個人の結果云々が目的ではなく、リーフレットを読んでもらうことが目的で実施したが、

manaba では匿名での回答ができないこと、点数が出てしまうことから、結果(点数)が評価に利用

されるのではないかと実施に対する不安もみられた。 

  ＬＧＢＴ等への考えや大学としての取組、必要改善点などの意見として、「このように考える機
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会、理解を深めるための研修会等を定期的に実施するべき」「どのような問題が現実的に発生しう

るのか、どう教職員が対処していく必要が出てくるのか、具体的な事例の共有や勉強会の(ＦＤ/

ＳＤ)の実施」「教職員に加えて、学生も学べる機会」など研修等の教育やＬＧＢＴ等への理解の

必要性を求める意見が多数。 

  また、オールジェンダートイレの設置を評価。トイレの増設や専用のトイレ、更衣室、健康診

断など男性と女性が区別して行われるものに対して配慮を求める意見もあった。学生への呼び方

について、「学生をさん付けすることに違和感があり、男性も女性もくんではダメなのか」「どう

呼べばいいのか、大学として示してはどうか」などの意見があった。 

  さらに、ＬＧＢＴだけでなくジェンダーも合わせて考えるべき、ＬＧＢＴに限らず他の問題（外

国人、同和、障がい者など）についても差別とならない環境を整えるべき。相談窓口の周知や、

書類の性別記載の見直し、特別視せず一人の人間として尊重すればいいという意見。 

  一方、該当者と被該当者との利害が対立した際には、どのように対応すべきかという不安の声

もあり。 

  多くの教職員にＬＧＢＴについて考えて頂く機会となり、ダイバーシティ環境を整える一歩と

なったと考える。 

       

 

                     

「ＬＧＢＴ等に関する鳥取大学の基本理念と対応について（教職員向け）」リーフレット 
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ＨＰ掲載 
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○ダイバーシティセミナー 

    本年は、ＬＧＢＴ当事者、当事者からの相談や政府への働きかけを行っている原氏を講師に、Ｌ

ＧＢＴ等の学生、教職員への対応、配慮について、一層理解を深めることを目的として実施。 

     録画済みの動画を約１ヵ月間配信。２部制とし、第一部は大学における性的マイノリティ者に対

する支援と配慮について、第二部は、先に実施した eラーニングにて教職員から受けた質問や意見

に対する回答とし、学生を含めた２１０名が受講した。 

 

                   案内チラシ 
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ＨＰ掲載 
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○イスラム教を知ろう 

    多様な個性と価値観を尊重し、偏見や差別のないキャンパス作りを目指す中、その一環とし

て、今回は「イスラム教」をテーマにセミナーを開催。 

    全世界で信者の多い宗教でありながら、凶悪事件の報道が目立ち、過激とか、怖いイメージをも

たれがちなイスラム教。ムスリム（イスラム教徒）の留学生に、自身の日々の生活について話しても

らい、イスラム教を知り、理解を深めてもらうことを目的に開催 。 

    １２月２１日～１月２２日までの１ヵ月間、manaba にてオンデマンドセミナーとして実施、教職

員、学生を含め１８２名が受講した。 

 

案内チラシ 
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ＨＰ掲載 
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〇学生スタッフ 

   昨年度から募集を開始した学生スタッフに、本年度５名の学生が応募、後期より正式に活動を

開始した。定期ミーティングを月１回開催に加え、イベント開催時には不定期に開催。今年度はイ

スラム教信者に対する偏見や差別を無くすため、イスラム教の理解を深めるセミナー「イスラム教

を知ろう」を学生スタッフが中心となり企画。留学生への質問も対応した。 

 

                  案内チラシ 
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（５）その他 

○休憩室＆相談室 

    本年度は、新型コロナウィルス感染防止のため、原則休憩室の利用は中止。 

一方、相談室においては、産休、育児休職に関する相談や、勤務時間関する相談、保育所利用に

関する相談や、性マイノリティに関する相談など、延べ１３件の利用と８冊の書籍の貸し出しを 

行った。 

                  書籍リスト 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     ※黄色帯は、本年度入手書籍 
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８．ニュースレター 
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９．新聞掲載記事 

（１）山陰中央新報  令和２年１１月１８日  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）朝日新聞   令和２年１２月１８日 
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